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第
２
回
理
事
会
・
支
部
長
会
が
７
月
１
日
（
金
）
午
後

６
時
半
か
ら
、
美
容
会
館
２
階
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
先
の
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
28
年
度
事
業
計
画
を
実

施
す
る
業
務
担
当
部
署
の
設
置
、
同
分
掌
メ
ン
バ
ー
の
委

嘱
な
ど
６
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
又
、
７
件
の
報
告
事
項
も
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
て

午
後
８
時
過
ぎ
に
終
了
。
当
日
の
報
告
事
項
及
び
付
議
事

項
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

報
告
事
項

１�

、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災

地
組
合
員
へ
の
義
援
金

に
つ
い
て

２�
、
退
任
役
員
の
顕
彰
に
つ

い
て

３�

、
平
成
27
年
度
福
祉
美
容

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事

業
の
支
部
別
実
績
に
つ

い
て

４�

、
事
務
局
職
員
の
平
成
28

年
度
給
与
及
び
賞
与
に

つ
い
て

５�

、
第
４
回
「
き
も
の
で
銀

座
」
の
開
催
に
つ
い
て

６�

、
関
係
団
体
か
ら
の
報
告

事
項
に
つ
い
て　

７�

、
全
美
連
第
３
６
７
回
理

事
会
及
び
第
72
回
通
常

総
会
、
並
び
に
第
３
６
８

回
緊
急
理
事
会
に
つ
い

て付議
事
項

第
１
号
議
案

定
款
第
48
条
の
規
定
に
よ
る

役
職
者
に
つ
い
て

第
１
回
理
事
会
で
理
事
長

に
一
任
さ
れ
た
役
職
者
を
含

め
次
の
通
り
報
告
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

副
理
事
長
・
福
島
吉
功
、
中

村
章
、
菅
谷
茂
樹

専
務
理
事
・
村
橋
哲
矢

常
務
理
事
・
大
田
文
雄

常
任
理
事
・
川
野
和
彦
、
風

戸
ミ
ツ
子
、
根
本
健
一
、
前

東
道
雄
、
田
中
保
範
、
小
林

昭
治
、
栗
田
英
樹
、
因
幡
有

紀
、
榎
本
晃
浩

第
２
号
議
案

副
理
事
長
、
常
任
理
事
の
分

掌
業
務
及
び
各
部
会
・
委
員

会
等
の
設
置
並
び
に
平
成
28

年
度
事
業
計
画
の
企
画
実
施

に
つ
い
て

副
理
事
長
、
常
任
理
事
が

分
掌
す
る
業
務
及
び
各
部
会
、

各
委
員
会
等
の
設
置
並
び
に

総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成

28
年
度
事
業
計
画
の
具
体
化

は
、
各
々
関
係
部
署
等
に
お

い
て
随
時
企
画
実
施
す
る
こ

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
号
議
案

各
部
会
及
び
各
委
員
会
等
の

メ
ン
バ
ー
の
委
嘱
に
つ
い
て

理
事
長
に
一
任
さ
れ
て
次

の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

〔
総
務
部
〕

担
当
副
理
事
長
・
菅
谷
茂
樹

部
長
・
風
戸
ミ
ツ
子

副
部
長
・
田
中
保
範
、
前
東

第
１
回
理
事
会
で
、
私
事
、

金
内
光
信
が
選
挙
の
結
果
理

事
長
に
再
選
さ
れ
、
３
期
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
席
上
、
新
し
い
目

標
と
し
て
、
次
の
点
を
政
策

と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
業
界
は
サ
ロ
ン
が
あ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
業
界

で
あ
り
、
私
は
常
々
「
サ
ロ

ン
の
繁
栄
な
く
し
て
業
界
の

繁
栄
は
な
く
、
サ
ロ
ン
の
活

性
化
な
く
し
て
業
界
の
発
展

は
な
い
」
と
言
い
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
従
っ
て
今
期

は
、

①�

サ
ロ
ン
が
本
当
に
活
性
化

す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
い
。

現
状
の
安
売
り
競
争
か

ら
脱
出
す
る
た
め
に
メ

ニ
ュ
ー
の
再
構
築
、
技

術
の
見
直
し
に
つ
い
て

企
画
検
討
の
提
案
を
し
、

お
客
様
の
満
足
度
を
高

め
る
た
め
の
付
加
価
値

創
造
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

②�

組
織
拡
大
と
強
化
の
た
め

の
大
胆
な
企
画
の
推
進
。

新
規
開
業
サ
ロ
ン
に
お

試
し
組
合
加
入
の
試
み

と
更
な
る
支
部
の
活
動

に
財
政
支
援
が
で
き
る

よ
う
な
事
業
の
開
拓
。

③�

益
々
そ
の
重
要
性
が
増
し

て
い
る
広
報
活
動
の
充

実
。
美
容
組
合
未
加
入

サ
ロ
ン
の
80
％
が
組
合

の
加
入
勧
誘
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
と
の
調
査

結
果
が
出
て
い
る
の
で
、

そ
の
広
報
強
化
と
加
入

促
進
員
の
拡
充
を
図
り

た
い
。

④�

行
政
と
の
連
携
を
強
め
、

業
権
を
護
る
た
め
の
条

例
改
正
な
ど
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
臨
み
た
い
。

　

�

ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
な
ど
の

無
資
格
者
違
法
行
為
防

止
や
流
水
設
備
の
義
務

付
け
な
ど
の
条
例
化
を

推
進
し
、
ま
す
ま
す
多

様
化
す
る
業
態
に
法
令

遵
守
を
進
め
て
い
き
た

い
。

⑤�

他
団
体
・
関
連
業
と
の
連

携
を
深
め
美
容
業
の
発

展
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

�

と
も
す
る
と
壁
が
で
き
や

す
い
他
団
体
・
関
連
業

と
の
連
携
を
深
め
、
美

容
業
の
更
な
る
活
性
化

を
図
り
た
い
。

⑥�
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
の

優
れ
た
美
容
を
世
界
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
選
手
村
に
美

容
施
設
の
設
置
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

と
も
か
く
今
、
日
本
の
美

容
業
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、

特
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本

の
存
在
は
大
き
な
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
と
れ
る
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
と
思
わ
れ
る
の
で
、
日

本
の
美
容
業
全
体
が
同
じ
ベ

ク
ト
ル
で
協
力
・
団
結
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
業
全
体
の

活
性
化
を
貶
め
る
安
売
り
合

戦
業
態
で
は
な
く
、
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
の
競
争
と

意
識
の
啓
蒙
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

道
雄

部
員
・
小
原
京
二
、
鶴
貝
ト

モ
コ
、
石
井
庸
子
、
盛
次
光
、

吉
川
勝
康
、
千
葉
フ
ミ
子
、

花
上
均

〔
教
育
部
〕

担
当
副
理
事
長
・
福
島
吉
功

部
長
・
川
野
和
彦

副
部
長
・
根
本
健
一
、
榎
本

晃
浩

部
員
・
山
野
純
治
、
吉
村
繁

昭
、
小
島
光
一
、
西
江
京
子
、

鈴
木
義
則
、
Ｔ
Ｂ
Ａ
よ
り
１

名※�

試
験
委
員
研
修
特
別
委

員
・
西
口
啓
子

〔
経
営
・
組
織
部
〕

担
当
副
理
事
長
・
中
村
章

部
長
・
因
幡
有
紀

副
部
長
・
栗
田
英
樹
、
小
林

昭
治

部
員
・
渡
辺
勝
治
、
横
山
健

治
、
三
浦
佐
惠
、
岡
村
ま
ゆ

み
、
山
下
信
義
、
金
子
正
吉
、

稲
葉
勝
美

〔
広
報
担
当
〕〕

因
幡
有
紀
、
森
本
善
三

〔
東
京
都
福
祉
美
容
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
〕　

担
当
副
理
事
長
・
菅
谷
茂
樹

代
表
・
菅
谷
茂
樹

副
代
表
・
鶴
貝
ト
モ
コ

メ
ン
バ
ー
・
星
明
子
、
高
島

昌
美
、
谷
口
新
一
郎
、
渡
辺

ト
シ
子
、
西
川
正
昭
、
大
野

昌
彦
、
菊
地
光
徳

〔
平
成
29
年
新
年
会
実
行
委

員
会
〕

担
当
副
理
事
長
・
菅
谷
茂
樹

委
員
・
風
戸
ミ
ツ
子
、
田
中

保
範
、
前
東
道
雄
、
小
原
京

二
、
鶴
貝
ト
モ
コ
、
石
井
庸

子
、
盛
次
光
、
吉
川
勝
康
、

千
葉
フ
ミ
子
、
花
上
均
、
Ｔ

Ｂ
Ａ
よ
り
１
名

〔
第
59
回
ガ
ラ
・
ド
・
ラ
・

コ
ワ
フ
ュ
ー
ル
実
行
委
員

会
〕

担
当
副
理
事
長
・
福
島
吉
功

委
員
・
川
野
和
彦
、
根
本
健

一
、
榎
本
晃
浩
、
山
野
純
治
、

吉
村
繁
昭
、
小
島
光
一
、
西

江
京
子
、
鈴
木
義
則
、
Ｔ
Ｂ

Ａ
よ
り
１
名

〔
役
員
・
総
代
等
選
挙
管
理

委
員
会
〕

※�

規
定
に
よ
り
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
推
薦
さ
れ
た
者

〔
Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会
〕

委
員
・
村
橋
哲
矢
、
石
鍋
知

一
、
藤
山
淳
一
、
石
川
マ
サ

キ
、
松
山
佳
史

第
４
号
議
案

役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

予
算
の
範
囲
内
で
役
職
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
額
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

関
係
団
体
へ
の
出
向
役
員
に

つ
い
て

関
係
団
体
に
出
向
す
る
役
員

が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

東
京
美
容
家
集
団

常
任
運
営
委
員
・
川
野
和
彦

運
営
委
員
・
菅
谷
茂
樹
、
中

村
章第６

号
議
案

顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て

税
理
士
は
引
き
続
き
鳥
居

勇
氏
に
、
弁
護
士
・
社
労
士

は
理
事
長
に
一
任
。
政
治
家

顧
問
は
常
任
理
事
会
に
一
任

し
、
都
議
会
議
員
は
支
部
か

ら
推
薦
の
候
補
の
中
よ
り
常

任
理
事
会
で
選
考
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
と
は
言
え
、

生
憎
の
雨
天
の
中
、
第
58
回

ガ
ラ
・
ド
・
ラ
・
コ
ワ
フ
ュ

ー
ル
が
６
月
28
日
（
火
）
大

田
区
蒲
田
に
あ
る
大
田
区
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
も
コ
ン
ク
ー
ル
を

メ
イ
ン
に
シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ

や
協
賛
社
に
よ
る
展
示
即
売

な
ど
企
画
満
載
で
終
日
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
特

筆
す
べ
き
は
、
全
種
目
に
亘

っ
て
選
手
出
場
資
格
を
非
組

合
員
の
美
容
師
に
も
開
放
し

技
術
を
披
露
す
る
チ
ャ
ン
ス

を
提
供
し
た
こ
と
で
す
。
ま

た
、
美
容
学
校
の
学
生
に
も

出
場
機
会
を
与
え
て
当
日
は
、

選
手
、
観
客
が
今
ま
で
以
上

に
活
気
あ
ふ
れ
る
戦
い
が
実

現
。
開
か
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル

と
し
て
名
実
と
も
に
真
の
東

京
一
を
競
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
般
の
部
で
は

従
来
の
７
競
技
に
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
カ
ッ
ト
競
技
が
新
た

に
加
わ
り
８
種
目
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
来
場
者
に

と
っ
て
は
観
戦
す
る
種
目
の

選
択
肢
が
広
が
っ
た
と
好
評

の
声
。
熱
戦
の
あ
と
に
行
わ

れ
た
表
彰
式
で
は
、
各
種
目

の
優
勝
は
じ
め
入
賞
者
（
２

面
に
成
績
詳
細
）
に
都
知
事

賞
や
組
合
理
事
長
賞
な
ど
賞

状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
賞
金
等

が
贈
ら
れ
満
面
に
笑
み
を
浮

か
べ
た
選
手
た
ち
が
印
象
的

で
し
た
。（
２
面
に
つ
づ
く
）

３
期
目
を
迎
え
て
理
事
長金

内
光
信

第 58 回
ガラ・ド

非
組
合
員
、
学
生
出
場
で
活
気

名
実
と
も
東
京
一
競
う

態
勢
整
い
新
執
行
部
が
始
動

業
務
担
当
部
署
の
設
置
と
メ
ン
バ
ー
決
ま
る

理 事 会
支部長会

第
２
回

ガラ・ド コンクール会場
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一
般
の
部

 

優
勝
者
と
作
品

【一般の部】
ＢＡ東京カップ　フリースタイルカット（人体競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計
星屋　和秀 松木　宏紀 北原　義紀 鈴木　光也 木藤　由二

優　勝 上田　翔大 武蔵野 100 96 98 96 98 488
準優勝 萩原　康司 （非組合員） 94 100 96 100 96 486
第３位 富山千亜理 梅　丘 96 92 100 89 100 5 472
第４位 池添　　晃 神　田 84 87 94 82 80 427
第５位 山田　憲一 （非組合員） 74 98 73 92 88 425

サロンスタイリング” カット＆ブロー”（人体競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計北村　賢�
（委員長）

ＡＫＩＲＡ
（副委員長）近藤　紀之 神谷　公英 小髙　正樹 金杉　知美

優　勝 渡部　瑞季 中　央 100 86 80 100 100 100 386
準優勝 大砂古祐実 中　央 90 98 75 92 98 94 374
第３位 和田　由美 芝 82 90 98 98 89 96 373

カット＆ブロー（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計掛川　吉隆
（委員長）

渡邊　雅美
（副委員長）渋谷きく子 渡辺　映里 森本　公子 松本　桂

優　勝 小松﨑　愛 赤　塚 100 94 100 100 96 100 396
準優勝 宮前圭一郎 目　黒 98 90 96 96 100 90 380
第３位 大久保小百合 芝 94 92 98 98 89 96 380

クリエイティブ・ファッション（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計掛川　吉隆
（委員長）

渡邊　雅美
（副委員長）渋谷きく子 渡辺　映里 森本　公子 松本　桂

優　勝 鈴木　政浩 小石川 100 100 100 98 100 100 400
準優勝 嶌田　希美 城　東 98 98 98 100 98 98 392
第３位 西脇　　徹 芝 96 96 96 96 90 94 382

まとめ髪（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計北村　賢
（委員長）

ＡＫＩＲＡ
（副委員長）近藤　紀之 神谷　公英 小髙　正樹 金杉　知美

優　勝 伊東　千陽 世田谷 100 98 98 100 96 98 394
準優勝 下坂　　愛 杉並南 98 94 100 79 100 100 392
第３位 山口　健太 杉並南 96 100 90 92 92 96 376

中振袖着付（ボディ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計福元和見�
（委員長）

石川満子
（副委員長）酒井カヨコ 鈴木由喜枝 由井紀惠子 石川　嗣美

優　勝 椙山　惠美 芝 100 100 100 98 100 98 398
準優勝 成澤　咲子 新　宿 94 98 90 92 98 100 382
第３位 横倉　里美 本　郷 96 96 92 94 90 94 376

留袖着付（ボディ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計福元和見�
（委員長）

石川満子
（副委員長）酒井カヨコ 鈴木由喜枝 由井紀惠子 石川　嗣美

優　勝 森田　小春 練　馬 100 98 100 100 100 100 400
準優勝 新倉美香子 向　島 98 89 98 88 96 90 373
第３位 中澤　　瞳 芝 92 90 92 98 88 98 372

まつ毛エクステンション（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計枝折　繁�
（委員長）

鈴木　愛
（副委員長）倉　百合亜 志太しおん 川崎　まい

優　勝 菊池由美子 小　岩 100 100 100 100 98 2 298
準優勝 斎藤　千春 芝 92 96 98 96 100 290
第３位 倉上　萌利 芝 94 86 90 98 92 276

※�一人の選手に与えられた審査委員の点数のうち最も高い点数と最も低い点数を除いた点数の合計を選手の得点とする。
　除く点数に同点がある場合は、審査委員１名分のみを除くものとする。　但し、ＢＡ東京フリースタイルカットは除く。

第 58 回
ガラ・ド コンクール入賞者採点結果

☆ヘア総合審査委員長　山崎裕俊　☆着付総合審査委員長　新井米子　☆総合監視委員長　福島吉範

ジャーナル賞一覧（順不同）
競　　技 賞　　名 選手名 支　部 競　　技 賞　　名 選手名 支　部

サロンスタイリング
“カット＆ブロー”

ザ･ビューレック
社賞 渡辺　靖宏 杉並南

中振袖着付
美容総合出版賞 渋谷　初美 深　川

カット＆ブロー

オールビューティ
社賞 川俣　利明 足立南 週刊美容賞 大川　京子 深　川

ヘアーサロン
ジャーナル賞 大塚　健太 玉　川

留袖着付
ビービー・コム賞 瀧澤　裕美 向　島

クリエイティブ・
ファッション 百日草賞 片野　正毅 世田谷 理美容教育出版賞 武藤　紀子 城　東

まとめ髪

ＳＮＩＰ
　ＳＴＹＬＥ賞 木村　　咲 芝 まつ毛

エクステンション 女性モード社賞 水上祥小子 芝

サロン流通新聞賞 大西すみれ 芝 ＢＡ東京カップフリー
スタイルカット 新美容出版賞 枝折　　憲 雪　谷

中振袖着付
椙山惠美さん

クリエイティブファッション
鈴木政浩さん

ＢＡ東京カップ・フリースタイルカット
上田翔大さん

サロンスタイリング “カット＆ブロー”
渡部瑞季さん

まとめ髪
伊東千陽さん

留袖着付
森田小春さん

カット＆ブロー
小松﨑愛さん

まつ毛エクステンション
菊池由美子さん

【学生の部】
カット＆ブロー（ウイッグ競技）
順位 氏名 学校名
優　勝 小島　志穂 国際文化理容美容専門学校
準優勝 藤川　英暉 窪田理容美容専門学校
第３位 加藤　春花 国際文化理容美容専門学校

クリエイティブ・ファッション（ウイッグ競技）
順位 氏名 学校名
優　勝 小湊　将士 国際文化理容美容専門学校

まとめ髪（ウイッグ競技）
順位 氏名 学校名
優　勝 陳　　怡君 国際文化理容美容専門学校
準優勝 小泉　　葵 国際文化理容美容専門学校
第３位 二村　　萌 資生堂美容技術専門学校

中振袖着付（ボディ競技）
順位 氏名 学校名
優　勝 森脇　知里 国際文化理容美容専門学校
準優勝 山口　希実 国際文化理容美容専門学校
第３位 鏡　ほのか 国際文化理容美容専門学校

留袖着付（ボディ競技）
順位 氏名 学校名
優　勝 坂内ひかる 国際文化理容美容専門学校
準優勝 倉持　　咲 国際文化理容美容専門学校
第３位 高尾　　希 窪田理容美容専門学校

まつ毛エクステンション（ウイッグ競技）
順位 氏名 学校名
優　勝 川村　佳菜 窪田理容美容専門学校

　
（
１
面
よ
り
）
ガ
ラ
・
ド

の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
が
シ

ョ
ー
ス
テ
ー
ジ
。
毎
回
協
賛

い
た
だ
い
て
い
る
タ
カ
ラ
グ

ル
ー
プ
の
ス
テ
ー
ジ
は
観
客

を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。
演
じ

る
の
は
Ｔ
Ｂ
Ａ
ネ
オ
フ
ォ
ー

ス
の
面
々
。
ク
オ
リ
テ
ィ
の

高
い
技
術
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
て
観
客
の
喝
采
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
会
場
の
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
は
協
賛
商
社
等

27
社
に
よ
り
展
示
や
飲
食
ブ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
、
美
容

関
連
商
品
の
展
示
即
売
や
飲

食
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
来
場

者
は
、
買
い
物
、
食
べ
歩
き

な
ど
思
い
思
い
の
時
間
を
楽

し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

◀�

開
会
宣
言
す
る
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実
行
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長

◀�
セ
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モ
ニ
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で
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拶
す
る
大
会

委
員
長
の
金
内
理
事
長
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Ａ
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京
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ッ
プ
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
カ
ッ
ト
競
技

◀�

カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
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競
技

◀
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振
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付
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技

◀�

留
袖
着
付
競
技
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技

◀�
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テ
ー
ジ

◀�
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エ
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テ
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シ
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ン
競
技

ク
オ
リ
テ
ィ
高
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技
術
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

第 58 回
ガラ・ド
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〔
事
業
概
況
〕

平
成
二
十
七
年
度
決
算
の

歳
入
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に

よ
り
前
年
度
対
比
△
五
・
八

％
（
約
二
億
六
千
九
百
万

円
）
減
の
四
十
四
億
二
千
四

百
万
円
、
国
庫
・
都
補
助
金

は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

の
減
少
に
よ
り
前
年
度
対
比

△
一
〇
・
三
％
（
約
二
億
八

千
百
万
円
）
減
の
二
十
四
億

四
千
四
百
三
十
万
円
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
一
億
四
千

万
円
増
等
に
よ
り
、
歳
入
合

計
は
前
年
度
対
比
約
四
億
八

百
万
円
（
△
四
・
七
％
）
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

対
す
る
歳
出
に
つ
い
て
は
、

保
険
給
付
費
は
前
年
度
対
比

△
一
・
二
％
（
約
三
千
三
百

万
円
）
減
の
二
十
七
億
四
千

公
　
示
　（
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

公
示
第
三
一
一
号
　
　

）

平
成
二
十
八
年
七
月

二
十
二
日
、
第
一
七
二
回
組

合
会
の
議
決
に
基
づ
き
、「
平

成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
」
に
つ
い
て
、
国
民

健
康
保
険
施
行
令
第
二
十
三

条
第
二
項
に
よ
る
東
京
都
知

事
へ
の
届
出
を
し
た
の
で
、

同
法
施
行
令
第
二
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
示
す

る
。東

京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

理
事
長
代
行

　

鶴
貝
ト
モ
コ

〔
監
査
報
告
書
〕

平
成
二
十
七
年
度
事
業
実

施
状
況
な
ら
び
に
歳
入
歳
出

決
算
お
よ
び
財
産
に
つ
い
て
、

諸
帳
簿
関
係
書
類
照
合
の
う

え
、
監
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
も
的
確
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
の
で
、
こ
れ
を
報

告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日

東
京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

監
事　

末
永
忠
史
㊞

　

 

〃　

 

武
市
誓
子
㊞

　

 

〃 　

石
井　

亨
㊞

「
平
成
二
十
七
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
・
剰
余
金

処
分
・
財
産
目
録･

予
算
補

正
」
議
決

　

去
る
七
月
二
十
二
日
㈮
午

後
六
時
三
〇
分
か
ら
新
宿
三

井
ビ
ル
二
十
九
階
大
会
議
室

に
於
て
第
一
七
二
回
組
合

会（
決
算
総
会
）が
開
催
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
次
の
と
お

り
議
決
さ
れ
た
。

〔
議
決
事
項
〕

◦
第
一
号
議
案

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
二
号
議
案

平
成
二
十
七
年
度
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て （

原
案
可
決
）

◦
第
三
号
議
案

平
成
二
十
七
年
度
歳
入
歳

出
決
算
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
四
号
議
案

平
成
二
十
七
年
度
財
産
目

録
に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
五
号
議
案

平
成
二
十
八
年
度
歳
入
歳

出
予
算
補
正
に
つ
い
て

 

（
原
案
可
決
）

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
書（
抜
粋
）

〔平成27年度歳入歳出決算書〕

歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

科　　　目（款） 決算額（円） 科　　　目（款） 決算額（円）
1 保 険 料 4,423,664,000 1 組 合 会 費 4,632,408
2 一 部 負 担 金 0 2 総 務 費 285,583,611

3 使 用 料 及 び 手 数 料 0 3 保 険 給 付 費 2,747,761,424

4 国 庫 支 出 金 2,223,660,158 4 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 1,224,335,398
5 前 期 高 齢 者 交 付 金 0 5 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 1,153,935,918
6 都 支 出 金 220,645,355 6 老 人 保 健 拠 出 金 41,573
7 共 同 事 業 交 付 金 64,412,000 7 介 護 納 付 金 350,299,546
8 財 産 収 入 15,201,486 8 共 同 事 業 拠 出 金 148,670,000
9 寄 付 金 0 9 保 健 事 業 費 92,605,164

10 繰 入 金 0 10 積 立 金 10,713,186
11 繰 越 金 1,235,359,953 11 諸 支 出 金 71,590,852
12 諸 収 入 14,342,008 12 予 備 費 0

歳 入 合 計 8,197,284,960 歳 出 合 計 6,090,169,080

〔平成27年度財産目録〕
１．積立金 （平成28年３月31日現在）

種　　　別 現　在　高（円）

特 別 積 立 金 1,063,388,265
給付費支払準備金 698,071,213
退 職 積 立 金 96,136,904

計 1,857,596,382

２．その他

種　　別 数　量 取得価格（円）

事務所建物 1点 32,500,000
什　　　器 4点 1,353,824
備　　　品 59点 3,152,339

合　　　計 64点 37,006,163

保険給付費

47.56％

保険給付費

47.56％

後期高齢者

20.10％

後期高齢者

20.10％

前期高齢者

18.95％

前期高齢者

18.95％

総務費

4.69％

総務費

4.69％

介護納付金

5.75％

介護納付金

5.75％

介護納付金　３億５千万円介護納付金　３億５千万円

総務費　２億８千６百万円総務費　２億８千６百万円

保健事業費他

2.95％

保健事業費他

2.95％

▲

▲

〔歳入81億9千7百万円〕

補助金
25億９百万円

保険料
44億２千４百万円

▲

▲

〔歳出60億9千万円〕

〔歳　入〕

81億９千７百万円

（100％）

〔歳　出〕

60億９千万円

（100％）

保健事業費他　１億８千万円保健事業費他　１億８千万円

保険給付費
28億9千6百万円
保険給付費

28億9千6百万円
後期高齢者

12億2千4百万円
後期高齢者

12億2千4百万円
前期高齢者
11億5千4百万円
前期高齢者
11億5千4百万円

繰越金他　 12億６千４百万円

保険料

53.96％

保険料

53.96％

繰越金他

15.43%

繰越金他

15.43%

補助金

30.61％

補助金

30.61％

第
一
七
二
回
組
合
会
開
催

八
百
万
円
、
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
拠
出
金
（
後
期
高
齢

者
支
援
金
・
前
期
高
齢
者
納

付
金
・
介
護
納
付
金
）
は
前

年
度
対
比
△
二
二
・
九
％（
約

八
億
一
千
百
万
円
）
減
の
二

十
七
億
二
千
九
百
万
円
と
な

り
、
歳
出
合
計
は
前
年
度
対

比
約
八
億
八
千
万
円
（
△
一

二
・
六
％
）
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差

引
残
高
は
、
約
二
十
一
億
七

百
万
円
と
な
り
、
繰
越
金
を

除
い
た
単
年
度
で
は
、
約
八

億
七
千
二
百
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
制
度
改
革
へ
の
対

応
等
に
柔
軟
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
財
政
基
盤

の
更
な
る
安
定
化
を
図
る
た

め
、
新
ら
た
に
五
億
円
の
積

立
を
行
な
い
、
将
来
を
見
据

え
た
健
全
か
つ
効
率
的
な
事

業
運
営
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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〔特定健診で検査できる項目〕
（特定健診には３種類の健診機関があり、それぞれ検査項目、有効期限が異なります。）

健診機関
検査項目等

集合契約Ｂ
の医療機関

個別契約の
医療機関 会場型

問 診 ○ ○ ○

身 体 計 測
（身長、体重、MBI、腹囲） ○ ○ ○

血 圧 測 定 ○ ○ ○

血 液 検 査
（GOT、GPT、中性脂肪、他） ○ ○ ○

尿 検 査 ○ ○ ○

眼 底 検 査 ※ ※ －

血 液 検 査（ 貧 血 ） ※ ○ ○

心 電 図 検 査 ※ ○ ○

視 力 検 査 及 び 聴 力 検 査 － ○ －

胸 部 レ ン ト ゲ ン 撮 影 － ○ －

大 腸 が ん 検 診 － － ○

予 約 方 法

直接医療機関に電
話予約。
受診期限（各地区
毎）までにお早め
にご予約ください。

直接医療機関に電
話予約。
受診期限（１月31
日）までにお早め
にご予約ください。

申し込み用紙を美
容国保にFAXまた
は郵送。
申し込み締め切り
８ 月31日（ 一 部
10月６日まで）

特 徴

ご自宅の近所の医
療機関で受けられ
ます。国で定めら
れた基本項目のみ
受診できます。

集合契約Ｂよりも
検査項目が増えま
すが、検査施設が
限られます。

大腸がん検診を受
診できる唯一の健
診です。日程、検
査施設共に限りが
あります。

○受診できます。－受診できません。
※は医師の判断により必要とされた場合のみ受診できます。

△

平成27年度保険給付状況

種    別 件数（件） 給付額（円）

療
養
給
付

診  療  費 176,428

薬     剤 87,521

食 事 療 養 (1,497)

訪 問 看 護 91

小     計 264,040 2,299,577,313

療
養
費

診  療  費 138 2,160,503

そ  の  他 17,192 74,453,790

移 送 費 0 0

療 養 諸 費 281,370 2,376,191,606

高 額 療 養 費 2,027 170,650,441

そ
の
他
の
給
付

出 産 育 児 一 時 金 399 167,330,331

葬  祭  費 28 2,260,000

出 産 手 当 金 304 5,738,500

入 院 手 当 金 366 2,973,800

小    計 1,097 178,302,631

審査・支払・システム手数料その他 － 22,616,746

合　　　　　　　　計 284,494 2,747,761,424

△

平成27年度
年間平均被保険者数内訳（人）

事業主組合員 3,202

従業員組合員 14,684

同一世帯家族 5,785

計 23,671

○都内被保険者数　17,746人

△

平成27年度保険料収納状況

種別 調定額累計（円） 収納額累計（円）不納欠損額（円）収入未済額（円）収納率（％）

現　年　分 4,422,622,500 4,421,113,500 0 1,509,000 99.97 

滞納繰越分 2,550,500 2,550,500 0 0 100.00 

計 4,425,173,000 4,423,664,000 0 1,509,000 99.97 

△

平成27年度補助金交付状況

種別区分 交　付　額（円）

国庫補助金

事 務 費 負 担 金 21,489,757 

療 養 給 付 費 等 補 助 金 1,401,873,966 

後 期 高 齢 者 支 援 金 補 助 金 593,983,902 

病 床 転 換 支 援 金 補 助 金 0 

老 人 保 健 医 療 費 拠 出 金 補 助 金 0 

介 護 納 付 金 補 助 金 148,396,533 

出 産 育 児 一 時 金 等 補 助 金 54,784,000 

特 定 健 康 診 査 等 補 助 金 3,132,000 

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 関 係 業 務 準 備 事 業 補 助 金 0 

高 齢 者 医 療 制 度 円 滑 導 入 事 業 補 助 金 0 

国 民 健 康 保 険 組 合 災 害 臨 時 特 例 補 助 金 0 

小　　　　　計 2,223,660,158 

都費補助金
都 補 助 金 216,860,355 

特 定 健 康 診 査 等 補 助 金 3,785,000 

合　　　　　計 2,444,305,513 

〔決算剰余金処分〕
平成27年度歳入歳出決算
剰余金額

2,107,115,880円
処分方法及び金額内訳
○特別積立金に積立

0円
○給付費支払準備金に積立

0円
○退職積立金に積立

0円
○財政安定積立金に積立

500,000,000円
○平成28年度歳計金に繰越

1,607,115,880円

本
年
第
二
回
目
の
医
療
費

通
知
を
、
八
月
下
旬
に
実
施

い
た
し
ま
す
。
今
回
の
通
知

は
、
五
月
診
療
分
で
す
。

医
療
費
通
知
と
は
、
保
険

医
療
機
関
か
ら
当
組
合
に
請

求
さ
れ
て
く
る
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
）

に
基
づ
き
、
診
療
を
受
け
た

被
保
険
者
に
対
し
て
、
実
際

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
医
療
費
通
知
は
、
国

の
通
達
「
国
民
健
康
保
険
医

療
費
通
知
実
施
要
領
」
に
よ

り
、
次
の
よ
う
な
指
示
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

①
経
営
主
体
と
す
る
保
険

者
（
美
容
国
保
組
合
）
が
、

被
保
険
者
に
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
さ
せ
、
ひ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
健
全
な
運
営
に
資

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
る
。

②
実
施
に
当
っ
て
は
、
被
保

険
者
の
秘
密
の
保
護
に
万

全
を
期
し
、
か
つ
医
師
と

患
者
と
の
信
頼
関
係
を
損

な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

特
に
配
慮
す
る
こ
と
。

③
通
知
は
、
受
診
年
月
日
、

医
療
機
関
名
、
受
診
者
名
、

入
院
、
通
院
、
歯
科
、
薬

局
の
別
、
入
院
通
院
の
日

数
、
医
療
の
額
等
を
受
診

者
別
に
、
一
ケ
月
分
ま
と

め
て
把
握
し
、
世
帯
主
に

通
知
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
医
師
や
、

受
診
者
に
対
し
て
充
分
な
配

慮
の
上
実
施
す
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
総
医
療
費
が

か
か
っ
て
い
る
の
か
、
又
、

医
療
費
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
尚
、二
十
八
年
度
も
、柔
道

整
復
師
に
受
診
さ
れ
た
分

も
記
載
し
て
お
送
り
し
ま

す
。

「
医
療
費
通
知
」の
実
施
に
つ
い
て

　
各
通
知
を
受
け
と
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
と
く

に
手
続
き
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
と
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
、
主
な
生
活
習
慣
病
に

的
を
絞
っ
た
健
診
で
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
以
下
メ
タ
ボ
）
と
は
、
腹

部
の
内
臓
の
周
囲
に
脂
肪
が

蓄
積
し
、
さ
ら
に
高
血
圧
、

高
血
糖
、
高
脂
血
症
な
ど
の

症
状
が
２
つ
以
上
重
な
っ
た

状
態
で
す
。

腹
部
の
周
囲
の
脂
肪
は
、

目
に
見
え
て
自
分
で
発
見
す

る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
血
液
の

中
の
状
態
を
、
検
査
を
受
け

ず
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
人

は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
こ
そ
、
年
に
一
回
は
健
診

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
の
状
態
を
長
い
間
放

置
し
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
、
危

険
な
生
活
習
慣
病
を
発
病
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
も
な
か
な
か

自
覚
が
で
き
な
い
も
の
で
す

が
、
も
し
も
定
期
的
に
検
査

を
し
て
い
れ
ば
、
発
病
前
に

発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
体
は
常
に
変
化
を
し
て

い
ま
す
。
定
期
的
な
健
診
で

現
在
の
自
分
の
状
態
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
を
受
け
た
後
、

メ
タ
ボ
に
よ
る
危
険
性
が
高

い
と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
医

師
、
保
健
師
、
栄
養
管
理
士

な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
は
通
常
で
あ
れ
ば
保
険

診
療
外
で
す
の
で
、
高
額
な

費
用
を
全
額
ご
自
身
で
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
方
は
、
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
直
接
健
康
の
プ
ロ
の
意

見
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
で

は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
生
活
習
慣
の
盲
点
も
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

メ
タ
ボ
の
症
状
や
、
生
活

習
慣
の
改
善
は
、
植
物
の
生

長
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
小

さ
な
芽
の
う
ち
は
簡
単
に
引

き
抜
き
、
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
大
き
く
育
っ

て
太
い
幹
と
立
派
な
根
を
張

る
頃
に
は
そ
れ
を
取
り
除
く

の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
、
生

活
習
慣
を
見
直
す
機
会
と
し

て
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
の
ご
案
内
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赤
塚
支
部
（
長
澤
直
美
支

部
長
）
と
板
橋
支
部
（
石
井

亨
支
部
長
）
で
は
、
さ
る
６

月
21
日
（
火
）
に
合
同
バ
ス

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
雨
降
る
中
、
バ
ス
は
出

発
。
第
一
目
的
地
の
鹿
島
神

宮
へ
向
か
う
途
中
か
ら
早
く

も
車
中
は
宴
会
モ
ー
ド
に
突

入
。お

昼
は
季
節
の
懐
石
料
理

に
舌
鼓
、
潮
来
の
道
の
駅

で
は
、
農
産
物
の
大
人
買

い
（
笑
）
で
、
い
っ
た
い
持

っ
て
帰
れ
る
の
？
と
心
配
に
。

そ
の
後
、
東
薫
酒
造
で
の
お

約
束
の
お
酒
試
飲
で
は
、
た

っ
ぷ
り
と
頂
い
て
満
足
顔
。

小
江
戸
佐
原
の
町
並
み
散
策

時
に
は
、
す
っ
か
り
雨
も
あ

が
り
陽
射
し
が
出
て
き
て
暑

い
〜
。

交
流
を
深
め
英
気
を
養
い
、

明
日
か
ら
ま
た
元
気
で
仕
事

が
出
来
そ
う
で
す
。

東
京
認
定
美
容
師
会
（
鈴

木
則
子
会
長
）
主
催
の
「
サ

ロ
ン
繁
栄
勉
強
」
は
６
月
30

日
（
金
）
午
後
７
時
よ
り
美

容
会
館
２
階
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
起
死

回
生
の
リ
ア
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
と
題
し
て
、
中
谷
喜

孝
先
生
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

中
谷
先
生
は
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
で
暗
証
番
号
が
な
い
と
入

れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
完
全
会

員
制
サ
ロ
ン
を
経
営
す
る
傍

ら
、
セ
ミ
ナ
ー
、
執
筆
な
ど

全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

著
書
に
は
「
リ
ピ
ー
ト
率

90
％
超
！
あ
の
小
さ
な
お
店

が
儲
か
り
続
け
る
理
由
」
や

「
リ
ピ
ー
ト
率
90
％
超
！
あ

の
小
さ
な
お
店
ひ
と
り
勝
ち

の
秘
密
」
が
あ
り
、
今
回
の

講
演
で
は
、
そ
の
中
か
ら
特

に
、
お
客
様
か
ら
選
ば
れ
る

の
で
は
な
く
て
、
お
客
様
を

セ
グ
メ
ン
ト
し
て
、
高
単

価
・
高
リ
ピ
ー
ト
率
経
営
を

実
現
す
る
考
え
方
と
具
体
的

な
手
法
を
提
案
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
た
軽
快

な
お
話
と
実
例
に
裏
付
け
さ

れ
た
説
得
力
の
あ
る
プ
レ
ゼ

ン
で
、
楽
し
く
実
践
的
な
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

中
谷
先
生
は
美
容
業
の
ほ

か
に
も
、
飲
食
業
界
に
進
出

し
た
り
、
集
合
住
宅
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
と
独
自

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
手
法
を

活
用
し
た
新
た
な
挑
戦
を
続

け
て
お
り
、
今
後
も
注
目
す

べ
き
経
営
者
の
ひ
と
り
で
す
。

今
回
の
中
谷
先
生
の
講
演

を
聴
く
と
こ
が
出
来
ず
興
味

が
あ
る
と
い
う
方
は
、
そ
の

著
書
に
惜
し
む
こ
と
な
く
ノ

ウ
ハ
ウ
が
書
か
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
下
さ

い
。青

山
赤
坂
支
部
（
平
舘
修

支
部
長
）
で
は
、
さ
る
６
月

23
日
（
木
）
に
昨
今
問
題
に

な
っ
て
い
る
カ
ラ
ー
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
営
業
レ
ベ
ル
対
応

の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
状
認
識
、
危
機
感
の
共

有
、
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
の
重
要

性
と
意
味
の
再
確
認
よ
り
始

め
、
既
に
販
売
さ
れ
て
い
る

薬
剤
等
の
効
果
的
な
施
術
方

法
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
網
羅

し
た
上
で
の
売
上
ア
ッ
プ
へ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
学
び

ま
し
た
。

サ
ロ
ン
営
業
後
の
勉
強
会

で
し
た
が
、
支
部
の
各
店
舗

さ
ん
が
集
ま
り
貴
重
な
情
報

の
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第４回　きもので銀座　 予告 

期　　日　平成 28年 11 月１日（火）
会　　場　第一ホテル東京

　　　　　５階

　　　　　「ラ・ローズ」

　　　　　港区新橋 1-2-6

　　　　　（新橋駅徒歩３分）

主　　催　東京都美容生活衛生同業組合

　　　　　東京認定美容師会

後　　援　東京美容家集団 ※詳しくは次号で

「
起
死
回
生
の

 

リ
ア
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

サ
ロ
ン
繁
栄

勉
強
会
報
告

Ｂ
Ａ
東
京
も
役
員
が
一
新

さ
れ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
同
業
者
の
集
ま
り
の

組
織
に
は
ト
ッ
プ
の
政
策
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
だ
。
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
は
、
組
織
に
所

属
す
る
人
た
ち
全
員
が
活
動

を
行
う
た
め
の
意
思
決
定
、

合
意
形
成
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
が
欠
如
す
る

と
組
織
は
立
ち
い
か
な
く
な

る
。
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
政

策
で
も
実
行
で
き
な
け
れ
ば

絵
に
描
い
た
餅
。
理
事
会
が

決
定
し
た
こ
と
は
、
自
分
の

意
と
違
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

に
従
い
全
員
が
協
力
し
て
事

業
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
が

組
織
と
い
う
も
の
。

今
の
政
治
を
見
て
い
る
と
、

与
党
は
こ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

機
能
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
、

一
方
、
一
部
の
野
党
の
中
に

は
党
で
決
定
し
た
政
策
で
も

後
で
違
っ
た
意
見
を
平
気
で

公
の
場
で
論
ず
る
先
生
方
が

い
る
よ
う
に
思
う
。
又
、
そ

れ
を
良
し
と
す
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
無
視
が
見
ら
れ
て
残
念
で

あ
る
。

美
容
組
合
の
前
途
に
は
た

く
さ
ん
の
課
題
が
あ
る
が
、

こ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か

り
守
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
対

処
し
て
い
け
ば
、
多
く
の
課

題
も
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い

け
る
だ
ろ
う
し
、
こ
の
業
界

を
リ
ー
ド
し
魅
力
あ
る
組
合

作
り
も
可
能
だ
と
思
う
。
そ

う
な
れ
ば
、
多
く
の
人
が
組

合
に
目
を
向
け
、
組
合
加
入

者
も
増
え
て
い
く
と
思
う
の

だ
が
…
。

（
因
幡
）

水不足が
心配されています。

節水に
心掛けましょう。

経営・売上アップセミナー
■期　　日　平成28年８月30日㈫
■午前の部　10：00～13：00
2016ビジネスは変化しなければなら
ない　美容室が確実に売り上げを上
げる～第３売上マーケット～
講師：杉山寛之

　hair's Gallery 桜歌 デザイナー兼代表
　 著書「愛される美容室の繁盛メソッ
ド」（同文館出版）
※ 小顔美容法“骨気（コルギ）”の中井克治
先生がスペシャルゲストで登場
■午後の部　14：00～17：00
　 １店舗から創業10年で200店舗以上
を展開する企業に変えた！業界革命
児がやり通したすべての経営ノウハ
ウを伝えます！
　講師：大西昌宏
　株式会社リビアス　代表取締役
　 著書「小さな店を出し続ける戦略」（現
代書林）
■受講料　午前の部　3,000円
　　　　　午後の部　3,000円
　　　　　 午前・午後の部セット5,000円
■会　場　美容会館９階 ＴＢホール
　　　　　 渋谷区代々木1-56-4
　（ＪＲ、都営大江戸線代々木駅下車すぐ）
■セミナー参加お申込みは
　 TEL 03-3370-2131（ＢＡ東京事務局）
へお電話で。
　但し、定員になり次第締め切ります。
■主　催　ＢＡ東京青年会succeed

７月
１日 理事会・支部長会
８日 広報会議
25日 経営・組織部会
26日 ＴＢＡ月例会
27日 教育部会

ガラ・ド実行委員会
28日 総務部会

新年会実行委員会
29日 サロン繁栄勉強会
８月
３日 福祉美容サービスセンター会議
５日 ブロック長会議

広報会議
12日 事務局夏季休業（17日まで）
24日 東京・関東ブロック理事長会
30日 サクシード経営セミナー

組合日誌

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
松
稔
幸
さ
ん（
城
東
支
部
）

（
平
成
28
年
６
月
30
日
）

合
同
バ
ス
旅
行
で

交
流
深
め
英
気
養
う

赤
塚
支
部
・
板
橋
支
部

カ
ラ
ー
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

勉
強
会
開
く

青
山
赤
坂
支
部

厚
労
省
は
毎
月
勤
労
統
計

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

年
１
回
１
〜
４
人
の
常
用
労

働
者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事

業
所
の
賃
金
、
労
働
時
間
、

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
為
、「
特
別
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
し

た
ら
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
：
厚
労
省

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３-

５
２
５
３-

１
１
１
１

（
内
線
７
６
０
５
）

厚
労
省

　「
特
別
調
査
」に

　 

ご
協
力
を

全
美
連
の
休
業
補
償
共
済

制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
美

容
の
仕
事
が
出
来
な
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
所
得
を
補
償

す
る
も
の
で
す
。
入
院
中
に

限
ら
ず
、
医
師
の
指
示
に
よ

る
自
宅
療
養
期
間
も
給
付
対

象
で
す
。
従
業
員
の
方
に
も

お
す
す
め
で
す
。

加
入
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

① 

組
合
員
ま
た
は
そ
の
役

員
・
従
業
員
で
、
健
康
で

美
容
業
に
正
常
に
従
事

し
て
い
る
方

② 

美
容
業
に
よ
る
所
得
の
あ

る
方

③ 

加
入
日
（
10
月
１
日
）
現

在
、
満
15
歳
以
上
満
79
歳

以
下
の
方
（
70
歳
以
上
は

継
続
加
入
の
み
）

契
約
期
間

平
成
28
年
10
月
１
日
午
後

４
時
か
ら
翌
年
10
月
１
日
午

後
４
時
ま
で
の
１
年
間
と
な

り
ま
す
。

掛
金
・
補
償
額
（
１
口
あ
た
り
）

掛
金（
年
払
）６
０
０
０
円

所
得
補
償
額
は
年
齢
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
別
表
の
掛

金
―
補
償
額
表
を
ご
覧
下
さ

い
。

加
入
申
込
締
め
切
り

９
月
16
日
（
金
）

お
申
込
・
問
い
合
わ
せ

組
合
本
部
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３-

３
３
７
０-

２
１
３
１

※ 

詳
し
く
は
本
誌
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
美
連
・
休
業
補
償
共
済
制
度

あ
な
た
の
所
得
を
補
償

■一口あたりの補償額（月額）と年払掛金

年齢区分 補償額（月額） 一口あたり年払掛金
（10月１日加入）

15～19歳 106,000円

組合の申込締切日
９月16日

一律6,000円

ひと月あたりの負担
額は500円です。　

　　　　

20～24歳 72,000円
25～29歳 65,000円
30～34歳 53,000円
35～39歳 43,000円
40～44歳 34,000円
45～49歳 29,000円
50～54歳 25,000円
55～59歳 24,000円
60～64歳 23,000円
65～69歳 19,000円

70～74歳 15,000円
継続加入のみ

75～79歳 11,000円

仕
事
が
出
来

な
く
な
っ
た
時

昨年のきもので銀座
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 第44回  全日本美容技術選手権大会

観戦と別府・湯布院温泉の旅
　

全
美
連
主
催
の
全
日
本
美

容
技
術
選
手
権
大
会
が
10
月

18
日
、
大
分
県
別
府
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
組
合

か
ら
選
抜
さ
れ
た
有
力
な
選

手
が
日
本
一
を
目
指
し
て
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

東
京
代
表
の
選
手
は
毎
回

大
健
闘
し
て
お
り
、
今
年
も

好
成
績
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
で
は
大
会
の
観
戦
を

兼
ね
た
恒
例
の
旅
行
を
企
画

し
ま
し
た
の
で
、
秋
の
九
州
、

別
府
・
湯
布
院
温
泉
を
是
非

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
本
紙
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

期　　日　10月18日（火）～19日（水）＜１泊２日＞
旅 行 先　大分県別府・湯布院温泉など
参 加 費　60,000円（大会入場券6,000円付）
募集人数　40名
申し込み　参加費を添えて各支部へお申込み下さい。
申込締切　９月13日（火）
　　　　　※但し、定員になり次第締め切ります。

行　　程　＜１日目＞
　　　　　 ８:15 羽田空発⇒９:50 大分空港⇒11:00 大会々場（別府国際コンベンション

センター）観戦・弁当⇒17:10 湯布院温泉「秀峰館」（泊）

　　　　　※オプショナルツアー 12:30～16:00 別府地獄めぐり等もあります。（別料金）

　　　　　＜２日目＞

　　　　　 ８:30「秀峰館」出発⇒湯布院観光⇒10:30 九重“夢”大吊橋⇒12:10 別府観光（昼

食・お買物）⇒14:30 大神ファーム⇒大分空港⇒18:30 羽田空港

※都合により行程に変更が生ずる場合がありますのでご了承下さい。

企　　画　ＢＡ東京　総務部　　主　　催　株式会社ソニックツアーズ

参 加 者

募 集

パ
ソ
コ
ン
は
サ
ロ
ン
経
営
の
必
須
ツ
ー
ル

終了しました

終了しました

BA東京事務局へお電話で☎（03）3370-2131

今
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
、
情
報
の
入
手
、
顧
客
管
理
、
資
料
作

成
等
、
サ
ロ
ン
経
営
に
は
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
こ
れ
ら
の

機
器
を
操
る
高
齢
者
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
習
得
に

挑
戦
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

９月月例会
 日　時 　９月１日㈭　19：00～
 会　場  　美容会館９階　ＴＢホール
 入場料  　会員無料、ビジター3,000円
 ヘア 　 6人の髪技と四重奏の調べ
　　　　ネオフォース
 着付 　石川満子オンステージ　
　　　　石川満子
※ 都合により、内容が一部変更となる場合がございます。
　あらかじめ御了承下さい。

各種実技講習会のお知らせ
泫受講料について　M：TBA会員 /S：TBA会員の店の従業員 /V：ビジター

着　　　　付
◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会MSV２日間一律20,000円
秋の実技に備えてlesson！
 日時  9/29㈭、10/13㈭　18：30～21：30　 講師  由井紀惠子　
◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会MSV２日間一律20,000円
秋の実技に備えてlesson！
 日時  10/20㈭、10/27㈭　18：30～21：30　 講師  由井紀惠子　
◆Ａコース街着【テキスト付】M16,000円 S18,500円 V21,000円
長襦袢の種類、つむぎ・小紋の着付、名古屋帯、ポイント柄の決め方まで
を指導。
 日時  9/15㈭、9/29㈭、10/13㈭　19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上
◆創作帯結びTBA流実技講習会M5,000円 S6,500円 V7,000円
当会独自の分りやすいテキストを使用し、TMモード創作帯結びを懇切丁
寧に指導。
 日時  10/13㈭　18：30～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上
◆Ｂコース留袖【テキスト付】M16,000円 S18,500円 V21,000円
体型補正～長襦袢の着付～留袖の着付～帯結び～総仕上げ
 日時  10/20㈭、10/27㈭、11/17㈭　19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上

各種販売品のお知らせ
◆TBAオリジナルシザー
 定価  80,000円（税込）
 TBA会員価格  55,000円（税込）
鋼材は高価なコバルトモリブデンを使用。
サイズは5.75インチ！※1回無料の研磨調整チケット付
◆着付用ボディ
 価格  34,560円（税込）
 内容  腕なし、軽量、足の部分は取り外し可能で持ち運びに便利です。
◆着付用ボディケース
 価格  18,360円（税込）　 内容  色柄…黒、形…ショルダー型
◆TBA制作ヘアカタログ「Ladyのための『もっと素敵』
　が見つかるHair Book」絶賛発売中！
当会ヘア部のメンバーがサロン営業に役立つヘアカ
タログを２年掛かりで制作しました！
40代以上の女性のお客様にターゲットをしぼった、
「提案すれば必ず喜ばれるスタイル」が満載のヘアカ
タログです。サロンに１冊！スタイリスト１人１冊！
ぜひご購入下さい！
 定価  2,500円（本体価格：2,315円）

TBA
NEWS

東京美容家集団
Tokyo Beautician Association

※1回無料の研磨調整チケット付
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